
Ⅰ．はじめに

２００２年に北海道大学スラブ研究センターの

COEプロジェクトが採択されたが，その際に

個人プロジェクトの研究代表者として吉野悦雄

（北海道大学大学院・経済学研究科）が選ば

れ，吉野は，「EU経済圏の隣接圏と外延圏の

比較研究」という研究プロジェクトを立ち上げ

た。そのプロジェクトを遂行するために，田畑

理一（大阪市立大学大学院・経済学研究科）と

塩谷昌史（東北大学・東北アジア研究セン

ター）に研究分担者を依頼した。

２００４年５月に東欧諸国が欧州連合（EU）に

加盟したためにEU経済圏は大幅に拡大し，旧

ソ連圏と国境を接することになった。私達は

EU経済圏の拡大により，EU経済圏と国境を

接する旧ソ連の国々，特にロシア，ベラルー

シ，ウクライナの国境隣接都市の経済構造が大

きく変化するのではないかと考え，実際にEU

国境隣接都市を訪れ，企業の経営者から聴き取

り調査を行い，できる限り経済状況の変化を理

解しようとした。

ロシア，ベラルーシ，ウクライナでの調査が

比較できるようにするために，調査対象企業の

業種をある程度限定した。すなわち，①軽工業

（靴製造業・縫製業），②農業（養鶏業・砂糖精

製業），③流通業（スーパーマーケット及び運

送業），④銀行である。これの業種はたいてい

の都市には存在すると考えられ，訪問都市で必

ず調査ができるだろうと考えた。もちろん，こ

れは理想型であり，訪問都市で上記の４業種全

ての調査が可能だったわけではない。ベラルー

シの調査では，銀行の聴き取り調査はできな

かった。

今回のプスコフ市調査は２００６年１１月２８日～

１２月１日に行なわれた。ロシアでの調査はす

でにムルマンスク市とサンクト・ペテルブルク

市で行っているが，プスコフ州１）はバルト諸

国，特にラトヴィアとエストニアに近接してい

ることから，ムルマンスクやサンクト・ペテル

ブルクとは異なる変化を見ることができるので

はないかと期待し，プスコフ市を選択した。

この調査には吉野と塩谷が参加し，田畑は参

加しなかった。しかし調査結果の分析には田畑

も参加した。プスコフ市の調査準備に関して

は，プスコフ商工会議所に全面的に依頼した。

商工会議所は私達の目的を十分に理解してく

れ，適切な企業を選択してくれた。プスコフ

は，映画にもなったアレクサンダー・ネフス

キーの１２４２年の戦いの舞台ともなった場所で

もあり，伝統的な都市というイメージがある

が，近年では外国からの投資も盛んであり，早

いスピードで発展している街であるとの印象を

持った。

伝統的な側面と新しい側面の両方を兼ね備え

ている都市だと言える。

Ⅱ．プスコフ州の経済

プスコフ州はロシア連邦の北西部に位置し，

１）ベラルーシの場合，その面積規模からオブラス
チを県と翻訳したが，ロシアの場合，その面積
規模から州と翻訳する。
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エストニア，ラトヴィア，ベラルーシの３国と

国境を接している。プスコフ市からエストニア

の国境まで１５キロ，ラトヴィアの国境まで５０

キロ，ベラルーシの国境まで１８０キロの距離で

ある。ロシア国内においては，レニングラード

州２），ノヴゴロド州，トヴェーリ州，スモレン

スク州に隣接している。プスコフ市からモスク

ワ市までの距離は６８９キロ，サンクト・ペテル

ブルク市までの距離は２８０キロである。プスコ

フ州は２４の行政地区に分かれている。プスコ

フ市とベリーキ・ルーキ市（プスコフ市から南

東に２００キロの中都市）が州の経済活動の中心

地になる。プスコフ市の人口は１９万７，０４７人

であり，ベリーキ・ルーキの人口が１０万２，３５７

人である３）。プスコフ州全体の人口は７２万

４，６００人であり，州人口の９４．３％をロシア人

が占めている４）。プスコフ州には，ラトヴィア

の領事館とエストニアの領事館が存在する。

プスコフ市はロシアの古都として著名であ

る。中世後半においてはドイツの支配下にあっ

たエストニア地域を通して西ヨーロッパと結ば

れていた中世ロシアの大きな商業都市であり，

１３－１６世紀にはノヴゴロドとともにロシアを

代表する対ハンザ貿易の窓口であった。１３世

紀半ば以降，プスコフ市の北東２００キロに位置

するノヴゴロド市からの政治的自立化傾向を強

め１３４８年の条約でプスコフ州は最終的に独立

した。これ以後，１５１０年にワシーリー３世に

よってモスクワ大公国に併合されるまで，プス

コフ州は独自の領土と属州都市とを支配し，共

和制都市国家として存続した５）。

プスコフ州には多数の教会が存在するが，そ

の多くは１４世紀から１７世紀にかけて建設され

たものである。ロシアでは教会には必ずイコン

画が飾られているが，中世にプスコフ州で作ら

れたイコン画はロシアの美術史において卓越し

ており，その多くはモスクワのロシア美術館を

初めとする美術館に所蔵されている。このよう

に歴史と伝統を背景に現地の人々は「プスコフ

人」としての誇りを持っている。

主要な道路と鉄道のネットワークにより，プ

スコフはモスクワ，サンクト・ペテルブルク，

リガ（ラトヴィアの首都），タリン（エストニ

アの首都），リヴォフ（ウクライナ西部の大都

市），オデッサ（黒海沿岸のウクライナの大都

市），ムルマンスク港，カリーニングラード港

（ポーランドの北側にあるロシアの飛び地）に

結びついている。プスコフには，２５０トンまで

の長距離航空機および貨物航空機用国際空港が

存在する６）。国境を越える貨物の出入りは国境

付近の道路や鉄道に設けられた税関が対応す

る７）。現在，プスコフ経由の輸出入貨物は「価

値額ベースで」ロシア全体の１５％を占めてい

る８）。プスコフ州内には，国境の税関のほかに

ベリーキ・ルーキ市，セベズ市（ベラルーシ国

境とラトヴィア国境に共に２０キロの小都市）

に税関が存在する。プスコフ州には原材料が豊

富にあり，建設材料，建築用材・木工製品の生

産，泥炭製品の生産，農業生産，水産業の魚肉

加工などが，従来は，産業発展の基盤になって

いた。れんが用粘土の推定埋蔵量が２，５００万立

方メートルであり，建設用れんが工場の原材料

資源となっている。泥炭の埋蔵量は２億トンで

あり，プスコフ州内でおよそ３，０００箇所発見さ

２）レニングラード州の州都レニングラード市は，
社会主義崩壊後にサンクト・ペテルブルグ市と
改称したが州の名称はレニングラード州のまま
である。

３）Poccтaт, PeгиoныPoccии２００５, Mocквa, ２００６,
cтp.２１４.

４）Poccтaт, PeгиoныPoccии２００５, Mocквa, ２００６,
cтp.２１４.

５）川端香男里等監修，『[新版]ロシアを知る事
典』，平凡社，２００４年，６３３項目。

６）プスコフ商工会議所で配布された「プスコフ州
の案内」による。

７）プスコフ市はまだ経済特区に指定されていない
ので，市内に税関は設置されていない。

８）プスコフ商工会議所で配布された「プスコフ州
の案内」による。
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れている９）。

現在の一年当たりの泥炭の生産は５０～６０万

トンである。この産業を更に発展させるには，

泥炭の採鉱・加工の複合施設を建設する必要が

ある。現在，レニングラード州にある大規模

ビール生産企業からの要請で，ヨーロッパ向け

ビール・ビンを生産する工場を建設することが

計画されている。現在までの最大の産業基盤

は，プスコフ州の森林伐採・製材・木材加工の

一貫事業所である。州内の森林地域はおよそ

２４５万ヘクタールであり，木材資源は約２５億

立方メートルである。利用可能な資源は，毎年

３５０万立方メートルの木材生産である１０）。プス

コフ州において有効な投資がなされるなら，木

材産業がEUに拮抗しうる効果的な産業の一つ

になりうる可能性がある。

次に，ロシアの統計集に基づき，プスコフ州

の経済を概観してみよう１１）。２００３年の地域総

生産の構成において，商業（１９．６％），工業

（１８．５％），公共サービス（１５．９％），運輸業

（１４．０）の順になっている。工業製品の生産額

に関してプスコフ州は，ロシアの８９の連邦構

成主体の中で６９位を占めている。人口では５９

位であるから，一人当たり工業生産額ではロシ

アの平均よりやや低い水準にある。

工業の主要分野は，機械工業，金属加工，食

品工業，電力生産である。小型モーターの生産

ではプスコフ州は全国の２９．２％を占めてい

る。農業用地はプスコフ州の全面積の２７．３％

であり，耕地面積は１３．４％を占める。つまり

農業用地の半分は放牧地（これがほとんどであ

る）と採草地と果樹園地である。農業生産の中

では乳製品向けの牧畜が第一位であり，次い

で，亜麻栽培が盛んである。２００４年の小売業

取引高は２４０億ルーブルであり，前年に比べて

１５．８%の増加である。プスコフ州の一人当た

り小売業取引高はロシアで３２位である。すな

わち商業の活性度に関してはロシアの平均より

かなり高いということになる。小売業取引高の

構成に関しては，食料製品の割合が５７．３％，

非食料製品の割合が４２．７％である。固定資本

に対する投資では，個人資金が４１．２％であ

り，法人資金および外国資金が５８．８％であ

る１２）。２００６年１月時点で，プスコフ州で登録

されている企業数は１万７千社あり，その７６

％以上が純粋民間資本である。中小企業の数は

３，７６９社であり，登録企業数全体の２１．５％で

ある１３）。

合弁企業数は１７４社である。合弁企業数で優

位を占めているのは，ラトヴィア（７８社）と

エストニア（４７社）である。その他にプスコ

フ州で投資を行っている合弁企業の出資元の所

在地は，英国，ポルトガル，ポーランド，リト

アニア，ウクライナ，米国，ドイツ，イタリ

ア，スウェーデン，ベラルーシ，フィンランド

の順となっている。外国資本がしばしば投下さ

れる産業は，木材加工，建設業，建築材料の生

産，食品生産，観光業，輸送サービス，軽工

業，泥炭加工の分野である。州の経済発展の有

力な可能性の一つは，貨物輸送の積み替え基地

の開発である。そのため，輸送業の発展と国境

付近でのインフラ整備が計画されている。主に

トレーラー方式１４）を利用し，トラックによる国

際的な輸送業の発展が見込まれている。

次にプスコフ州の人口動態に着目してみよ

９）プスコフ商工会議所で配布された「プスコフ州
の案内」による。

１０）プスコフ商工会議所で配布された「プスコフ州
の案内」による。

１１）Poccтaт, Peгиoны Poccии２００５, Mocквa, ２００６,
cтp.２１７-２２０.

１２）Poccтaт, PeгиoныPoccии２００５, Mocквa, ２００６,
cтp.２２０.

１３）Poccтaт, PeгиoныPoccии２００５, Mocквa, ２００６,
cтp.２１８.

１４）ドイツから来たトラックは牽引車と貨物車が積
み替え基地で切り離され，牽引車と運転手は空
車で，ないしは輸出品を積み込んだ別の貨物車
を牽引してドイツに帰る。残された貨物車はロ
シアの牽引車とロシア人運転手によって目的地
まで輸送される。この方式をトレーラー方式と
呼ぶ。
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う１５）。近年のロシア経済のターニング・ポイン

トとなるのは，金融危機の発生した１９９８年な

ので，１９９８年以後の指標を紹介しよう。

プスコフ州の人口は１９９８年の時点で８０万

４，６００人だったが，２００４年現在７３万６，７００人

であり，６年間で６万７，９００人減少している。

人口減少の要因の中には他州への人口移動も含

まれるが，主要な要因はもともと高い男性中高

年死亡率がさらに上昇し，一方出生率は回復し

たものの，高齢化社会の影響で死亡総数が増え

たことによる。

１，０００人当たりの死亡数は，１９９８年の時点で

１９．１人１６）であったのが，２００４年には２４．２人に

まで上昇している。これに合わせて平均寿命

（ожидаемаяпродолжительностьж

изниприрождении）も６４．３０歳（１９９８

年）から６０．６３歳（２００４年）に低下 し て い

る。一方，１，０００人当たりの出生率は回復基調

に あ り，７．５人（１９９８年）か ら９．１人（２００４

年）へと上昇している。

次に労働分野と生活水準に関する指標を見て

みよう。経済活動に従事する労働者数は，３０

万４，０００人（１９９８年）から３４万７，０００人（２００４

年）に上昇している１７）。プスコフ州の人口が全

体として減少している一方で，労働者数が増加

していることは雇用機会が増加していることを

示している。これに合わせて失業者も５万

７，５００人（１９９８年）から２万１千人（２００４年）

に減少している。一人当たりの月額平均所得

は，６０２．２ル ー ブ ル（１９９８年）か ら４，２９３．６

ルーブル（２００４年）へと７倍程上昇してい

る１８）。

この間，年率１０％前後のインフレが進行し

ているが，それを考慮しても人々の平均所得は

実質的に上昇していると考えられる。それは消

費の面からも確認でき，１９９８年から２００４年に

かけて肉製品やじゃがいも，野菜の消費量が上

昇に転じている。ただし，この所得の上昇はプ

スコフ州の人々に平等に生じているのではな

く，人々の間で所得格差が生じていることにも

留意する必要がある。

最後にプスコフで調査した企業と関連のある

業種の統計指標を確認しておきたい。今回の調

査では銀行，運輸業，繊維産業，農業（卵の生

産）を取り上げ，聴き取り調査を行った。銀行

業の融資で現在活発なのは住宅建設への融資で

ある。建設会社の数は，３６８社（１９９８年）から

５２１社（２００４年）に増加している。建設請負契

約で行われた仕事の総額に着目すると，７億８４０

万ルーブル（１９９８年）から３２億５，５９０万ルー

ブル（２００４年）へと４倍以上に増加してお

り，建設事業が勢いづいていることが読み取れ

る１９）。住宅施工全体で，住民が自己資金か融資

を通じて住宅を建設した割合を見ると，３３．３％

（１９９８年）から４１．１％（２０００年）に上昇し，

３６．２％（２００４年）と下降している。なおこの

下降は，マンション開発業者による分譲マン

ション建設が盛んになったことの結果であり，

個人住宅建設ブームは継続している。従来は公

共機関か国有企業による住宅建設が多かったこ

とを考えると，住民個人による住宅建設発注が

かなりの比重を占めるようになったことが伺え

る。発注の際の融資はもちろん銀行が提供して

１５）Poccтaт, PeгиoныPoccии２００５, Mocквa, ２００６,
cтp.２１７.

１６）Poccтaт, Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгo
дник２０００, Mocквa, ２０００, cтp.７９.

１７）Poccтaт, Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгo
дник２０００, Mocквa, ２０００, cтp.１０６;. Poccтaт,
Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгoдник
２００６, Mocквa, ２００６, cтp.１３３.

１８）１９９８年年始の公式レートでは１ドル＝２０.６５
ルーブルであり，２００４年年始の公式レートで
は１ドル＝２７.７５ルーブルであった。（Poccтaт,
Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгoдник
２０００, Mocквa, ２０００, cтp.６２６; Poccтaт, Poccи
йcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгoдник ２００６,
Mocквa, ２００６, cтp.７７２）

１９）Poccтaт, PeгиoныPoccии２００５, Mocквa, ２００６,
cтp.２１９.
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いる。

運輸業に関しては，プスコフはサンクト・ペ

テルブルクとバルト諸国との輸送中継拠点であ

り，トラック及びトレイラー・トラックの交通

量は増加している。ただ，その交通量を示す適

当な統計指標がないために，具体的に示すこと

はできない。その点についてはプスコフ商工会

議所の代表者から聴き取った事実に間違いはな

いであろう。プスコフ州の繊維産業の統計指標

は，各種統計集に掲載されていないため確認で

きない。ロシアの繊維産業全体の傾向としては

減少傾向にあるので，プスコフ州でも生産は減

少しているのではないかと思われる。養鶏業

（卵生産）は減少傾向にあり年間の卵の生産

は，１億９，９４０個（１９９８年）から１億５，８８０個

（２００４年）に減少している２０）。これは卵離れが

生じているのではなく，プスコフ州の人口減少

と他州生産の鶏卵の移入増が影響を与えている

ように思われる。最後に，プスコフ州での固定

資本への投資に触れると，９億６，７００万ルーブ

ル（１９８８年）か ら５７億４，９００万 ル ー ブ ル

（２００４年）に増加しているので，インフレを勘

案してもプスコフ州の経済活動は活発化してい

ると言えよう。

Ⅲ．ロシア経済の概観

これまで１９９８～２００４年の期間におけるプス

コフ州の経済活動について概観してきたが，ロ

シア経済全体の動向とどのような関係にあるか

を位置づけるために，本項ではロシアのマクロ

経済の主要指標に着目していきたい。まず，ロ

シアの国内総生産（１９９８～２００５年）の動向を

見てみたい。１９９８年の国内総生産は２兆６，２９６

億２，３００万ルーブルであったが，安定した成長

軌道に乗り，２００５年には２１兆５，９７９億６，８００

万ルーブルと８倍に増加している２１）。この間に

年間１０％前後のインフレが進行していたの

で，国内総生産の増加を額面通りに受け取るこ

とはできないが，それでも目覚ましい成長を遂

げていることは明らかである。国内総生産の内

訳を「商品の生産」と「サービスの生産」に大

別すると，「サービスの生産額」の伸びが顕著

であり，国内総生産の増加に大きく貢献してい

ることが読み取れる。

では，輸出入額を見てみよう。輸出額に着目

すると，７１３億１，４００万ドル（１９９８年）から，

２，４１２億１，９００万ドル（２００５年）へと３倍以上

に増加している。２００５年現在の輸出額の内訳

を見てみると，「鉱物製品」が輸出額全体の

６４．６％，「金属・宝石」が１６．９％であり，ロシ

アは資源輸出に依存していることは明らかであ

る２２）。「鉱物製品」には石油・天然ガスが含ま

れており，各州別の輸出額のデータによれば，

モスクワ市に次いで，油田の多いチュメニ州の

輸出額が２位となっている。輸入額に目を転じ

ると，４３５億７，９００万ドル（１９９８年）から９８５

億７，７００万ドルに上昇した。１９９８年以後は

ルーブル安のため一旦ドル表示の輸入額は減少

するが，２００１年以降に輸入額は増加し始め

る。２００５年時点の輸入額の内訳を見てみる

と，「食料品・農業資源」が輸入額の１７．７％，

「機械・設備・輸送手段」が４４．０％となってい

る。近年では常に輸出額が輸入額を上回り，貿

易黒字の状況が続いている。そのため外貨準備

高では日本，中国に次いでロシアは現在，世界

で３位を占めるに到っている。

２０）Poccтaт, PeгиoныPoccии２００５, Mocквa, ２００６,
cтp.２１９.

２１）Poccтaт, Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгo
дник２００３, Mocквa, ２００３, cтp.２８１;. Poccтaт,
Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгoдник
２００６, Mocквa, ２００６, cтp.３３.

２２）Poccтaт, Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгo
дник２００３, Mocквa, ２００３, cтp.６３４;. Poccтaт,
Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгoдник
２００６, Mocквa, ２００６, cтp.７２４.「金属・宝石」の
中で輸出額が大きいのは，「鉄鉱石から加工し
た平らな圧延」である。
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次にロシア全体の人口動態に着目してみた

い。１９９８年の時点でロシアの総人口は１億

４，６３０万人だったが，以後一貫して減少し，２００６

年に１億４，２７５万人に到っている。平均寿命も

既に述べたように低下している。ロシア経済全

体が活気を示している一方で，人口は依然とし

て減少している。１，０００人当たりの出生率は

８．９（１９９８年）から１０．４（２００４年）に上昇してい

るが，同時に１，０００人当たりの死亡率が１３．７

（１９９８年）から１６．０（２００４年）に上昇しているた

めに，人口全体の自然増はマイナスの値となっ

ている。男性の死亡率は５０歳代後半から，女

性の死亡率は６０歳代後半から急速に上昇す

る。

次に労働に関する統計データを見てみよ

う２３）。経済活動に従事する労働者数は，５，８４３

万７，０００人（１９９８年）から６，８７１万９，０００人（２００６

年）へと１，０２８万２，０００人増加している。この

労働者数の増加に伴い，ロシアでの失業率は減

少した。１９９８年に８９０万２，０００人だった失業

者は，２００５年には５５４万２，０００人にまで減少

している。次に所得に関するデータに注目して

みたい２４）。一人当たり平均月額所得は，１，０１３

ルーブル（１９９８年）から８，０２３．３ルーブル（２００５

年）へと７倍以上に増加しており，ロシアの平

均月額所得は全体として明らかに上向いてい

る。

特に，所得に関しては，１９９８年から２００１年

までは安定成長をたどるが，２００２年以降の成

長率の上昇が目覚しい。家計の最終消費に関し

ては，１兆７，２５５億ルーブル（１９９８年）から１１

兆９，７６０億ルーブル（２００５年）へと約５倍以上

に増加している２５）。最終消費に関しては，２００３

年以降の成長率が著しい。年金の平均支給月額

に着目すると，３９９ルーブル（１９９８年）から

２，３６４ルーブル（２００５年）へと５倍以上に増加し

ている。先ほど触れた失業者の減少と平均所

得・最終消費の増加を考えるとロシア経済は急

速に成長していることは明らかであるが，産業

間で所得の伸び率は大きく異なる。農業，教

育，文化・芸術分野の職に従事する人々の所得

はそれほど伸びない一方で，金融，地質学関係

の職，運輸，通信に従事する人々の所得は順調

に拡大している２６）。職種が異なると，所得の増

額率も異なるのである。

ここでロシアにおける外国資本の投下の状況

を概観してみたい２７）。２００５年末現在でCIS 諸

国以外の外国資本が投入された企業数に関して

は，キプロスが２，０４３件と最も多く，次いで中

国（１，４０３件），ドイツ（１，３３２件），米国（１，２０８

件），英国（９１０件），トルコ（６３５件）の順となっ

ている。小国キプロスが１位を占めるのは，キ

プロスがオフショア国家だからであり２８），多く

のロシア企業が子会社を立ち上げているからで

ある。CIS 諸国からの外国資本投下の状況につ

いては，８３９件のウクライナが最も多く，次い

でベラルーシ（７２０件），カザフスタン（２０５

件），ウズベキスタン（１３５件）の順になってい

る。外資企業および合弁企業の取引高を業種別

に見ると，「鉱業を除く工業」が４兆５，３０３億

ルーブルで１位，次いで「自動車・バイクとそ

の部品の卸売・小売」（３兆２，３５６億ルーブ

ル），「運輸・通信」（８，８３５億ルーブル），「電

２３）Poccтaт, Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгo
дник２００３, Mocквa, ２００３, cтp.１２９;. Poccтaт,
Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгoдник
２００６, Mocквa, ２００６, cтp.１２９.

２４）Poccтaт, Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгoд
ник２００３, Mocквa, ２００３, cтp.１６９; Poccийcки
й Cтaтиcтичecкий Eжeгoдник２００６, Moc к
вa, ２００６, cтp.１７１.

２５）Poccтaт, Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгo
дник ２００３, Mocквa, ２００３, cтp.１６９; Poccтaт,
Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгoдник
２００６, Mocквa, ２００６, cтp.１７１.

２６）ベラルーシでも同様の現象が生じている。吉野
悦雄・塩谷昌史，「ベラルーシ企業調査報告」，
『経済学研究』（北海道大学）第５７巻第２号，
４３頁を参照されたい。

２７）Poccтaт, Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжe
гoдник ２００６, Mocквa, ２００６, cтp.６９８.
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気・ガス・水の生産・供給」（６，６１９億ルーブ

ル），「鉱物資源の採掘」（６，３６２億ルーブル）

という順になっている。

ここで，プスコフ州で聴き取り調査を行った

四つの業種，すなわち，①縫製業，②養鶏業，

③運輸業，④銀行に関するロシア全体の統計を

検討しておきたい２９）。まずは，縫製業に関する

ロシアの繊維産業の動向を見てみよう。紡績量

（面積基準）では１９９８年の１３億８，４００万平方

メートルから２００３年の２７億８，３００万平方メー

トルへと，繊維産業は急速に成長するが，それ

以降は安定成長に変わる。繊維産業の内訳は４

分野，すなわち，①綿織物，②毛織物，③麻・

亜麻織物，④絹織物から構成されるが，綿織物

生産は順調に成長が続くものの，毛織物，麻・

亜麻織物，絹織物は２００２年ないし２００３年を

ピークに以後減少に転じている。紳士物スーツ

の生産量に着目すると，一貫して成長してお

り，３９０万着（１９９８年）から６６０万着へと増加し

ている。一般論としては１９９０年代にトルコや

中国から安価な繊維製品が輸入されたため，ロ

シアの繊維産業は猛烈な競争に晒されたが，中

産階層以上の良質な製品を求める消費者層を対

象として成功している服飾企業も現れている。

次に養鶏業に移ろう。卵の生産をロシア全体

で見ると，年間３２７億個（１９９８年）から３７１億

個（２００５年）に増加している。ロシア全体の人

口はこの間減少しているので，卵の消費量が増

加しているものと考えられる。プスコフ州では

卵の生産の減少が生じているのは他州で生産さ

れた鶏卵の移入が増加した可能性が考えられ

る３０）。卵の消費量が増加している背景には，卵

そのものの消費よりもむしろ，ケーキやクッ

キーなどの卵の加工製品の生産が増加している

ことが挙げられる。

次に，運輸業のトラック輸送を見てみよ

う３１）。運輸業のトラック輸送に関するデータ

は，重量を示した「積荷輸送」と，距離も加え

た「貨物輸送量」の２種類が存在する。「積荷

輸送」は５３億８００万トン（１９９８年）から，６６億

８，５００万トン（２００５年）へと増加しており，「貨

物輸送量」でも１，２５８億トン・千キロ（１９９８

年）から１，９３６億トン・千キロへと増加してい

る。２００５年時点ではトラックの積荷は岩石

（４１．１％）と建築資材（２２．４％）が大きな割合を占

める。

最後に銀行業に関する統計を見てみよう３２）。

銀行業で重要なのは信用供与と預金獲得であ

る。ロシア全体の信用供与は４，２１５億６，７００万

ルーブル（１９９８年）から５兆９，９９４億２，５００万

ルーブル（２００５年）へと１４倍に急増した。１９９９

年から信用供与の増加率が高まり，２００３年か

らは信用供与が激増した。信用供与先の内訳

は，①企業・組織，②他の銀行，③個人の三つ

２８）所得税が低く，また，企業の収益についてキプ
ロスからロシア本国に情報が伝えられることが
ないからだと思われる。EU２７か国中，企業規
模等にかかわらず統一法人税率を導入している
国は２２か国あるが，最高はイタリアの３７．２５
％であり，ドイツが 30%，スウェーデンとデン
マークが２８．５%，オーストリアが２５％と，一
般に旧EU諸国は高めに設定されており，新規
参入EU諸国では，エストニアが２４％と高い
ほかは，チェコとポーランドが１９％,リトアニ
アとラトヴィアが１５%である。そしてブルガ
リアとキプロスが最低の１０％を課している（出
所は，ポーランドの日刊紙『Rzeczposplita』。
２００７年９月２５日号）。ブルガリアがEUに加盟
したのは２００７年１月１日であるから，それま
ではキプロスが法人税を最も優遇していた国で
あった。

２９）Poccтaт, Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжe
гoдник ２００３, Mocквa, ２００３, cтp.３８０,４２０;
Poccтaт,Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгoд
ник ２００６, Mocквa, ２００６, cтp.４０４,４５６.

３０）ただし，プスコフ州の家計統計を入手できてい
ないので，裏づけは得られていない。

３１）Poccтaт, Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгo
дник２００３, Mocквa, ２００３, cтp.４５４.; Poccтaт,
Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгoдник
２００６, Mocквa, ２００６, cтp４９２..

３２）Poccтaт, Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгo
дник２００３, Mocквa, ２００３, cтp.５５４,５５５,５６２.;
Poccтaт, Poccийcкий Cтaтиcтичecкий Eжeгo
дник２００６, Mocквa, ２００６, cтp６２３,６２４,６３６..
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に分けられるが，総額として最大を占めるのは

企業・組織に対する信用供与である。１９９８年

の３，００２億４，８００万ルーブルから２００５年の４

兆１，８７８億５，８００万ルーブルへと１４倍に激増

している。他の銀行への信用供与と個人への信

用供与を比較すると，２００２年までは他の銀行

への信用供与の方が，個人への信用供与を上

回っていたが，２００３年に逆転した。２００３年以

降は他の銀行への信用供与が安定的に推移する

一方，個人への信用供与は成長した。個人への

信用供与は住宅や車の購入に使用されたと考え

られる。プスコフ州での信用供与総額は北西連

邦管区でカレリア共和国に次いで下から２番目

である３３）。

では次に預金高を見てみたい。預金高には法

人の預金と個人の預金があるが，法人の預金に

ついては１９９８年からは時系列データが存在し

ないため，本稿では個人の預金高のみを取り上

げることにする。個人の預金高は２，０１２億

６，４００万ルーブル（１９９８年）から２兆７，５４５億

６，１００万ルーブル（２００５年）へと１３．７倍に激増

している。２０００年で成長率が高まり，２００４年

で更に成長率が加速する。１９９８年にはロシア

の金融危機でいったん個人の銀行離れが生じた

が，２０００年には銀行への信頼が回復し始めた

と考えられる。個人の預金はルーブル預金と外

貨預金の二つに分けられるが，２００２年頃まで

はルーブル預金と外貨預金の成長率は拮抗して

いたが，以後外貨預金の成長率は鈍る一方，

ルーブル預金の成長率は順調に上昇した。この

背景には２００３年以後ルーブルへの信頼が高

まったことが指摘できる。２００５年時点のプス

コフ州の預金残高総額は３８億３，２００万ルーブ

ルと相対的に少なく，北西連邦管区ではカレリ

ア共和国に次いで下から２番目になる。

Ⅳ．プスコフでの調査

以下においては，鍵括弧でくくられた部分が

企業側の発言であり，◎印からはじまるセンテ

ンスが筆者による解説である。

１．プスコフ鶏卵工場３４）

「ソ連時代にはプスコフ州には鶏卵工場はわ

が社以外に一社も存在しなかった。私達は卵だ

けを生産し，副次的に鶏肉を生産していた。鶏

が老年を迎えたときにだけ食肉に加工しただけ

で，ブロイラーを生産していたわけではない。

１９９２年までは私達の工場には５００人の従業員

が働いていた。しかし，その頃から従業員数は

減少し，今では３２０人となっている。１９９２年

には年間７，０００万個の卵を生産していた。当時

は鶏一羽が２５０個の卵を生産するのが限界だっ

た。その後，鶏の品種を変更したので，現在で

は鶏一羽から年間３２０個の卵が生産できる。

１９９８年に新しい品種を次々に導入した。最初

は「ロメン」というドイツの品種であり，次は

「褐色ハイセク」という品種だった。現在，プ

スコフ州では鶏肉生産用の養鶏工場を新設する

動きがある。その工場では大規模な養鶏施設の

建設と，新型の肉加工機械，新型の人工孵卵器

を導入する予定である。しかし，私達の工場で

は卵生産を目指している。」

◎２００５年３月に北極海に面するムルマンス

ク州で行った鶏卵工場でのインタビューの内容

と重ね合わせると，ロシアの鶏卵工場はプスコ

フ州に限らず，基本的にドイツから新しい品種

を取り入れているようである。ムルマンスク鶏

卵工場は以下に出てくるヴォログダ市の人工孵

卵・雛供給会社を利用していた。

「既に述べたように，鶏の優良種をドイツか

３３）プスコフ州の人口も北西連邦管区ではカレリア
共和国に次いで下から２番目である。

３４）２００６年１１月２８日，プスコフ・ピスコーヴィ
ッチ鶏卵工場のディレクターである，ヤコブレ
フ・セルゲイ・アレクサンドロヴィッチ氏にイ
ンタビューを行った。

経 済 学 研 究13068（ ） ５７－３

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／北海道大学／２００７　経済学研究Ｖｏｌ．５７，Ｎｏ３／本文／吉野・塩谷・田畑様  2007.11.15 19.55.1



ら購入している。わが社が直接購入しているの

ではなく，仲介業者を通じて購入している。サ

ンクト・ペテルブルクにはドイツから優良種を

輸入する特別な企業がある。私達の工場はその

サンクト・ペテルブルクの企業からヒヨコを購

入する。ヒヨコの購入契約は毎月ではなく，一

年を通じて契約する。サンクト・ペテルブルク

市の企業は選別を繰り返し，安定した品質の一

定の品種を作り出し，彼等がヒヨコまで育て，

それを鶏卵工場に供給している。彼等は人工孵

卵器で卵からヒヨコを孵化させ私達の工場に出

荷する。このようなヒヨコ生産工場はサンク

ト・ペテルブルク市とボログダ市（サンクト・

ペテルブルク市から東方に５００キロメートル，

モスクワ市から北方に３００キロメートルに位置

する中都市）に存在する。私達はサンクト・ペ

テルブルクの工場から鶏の飼料とヒヨコを購入

している。このような供給業者が外国の企業と

原品種の取引を行っている。飼料への追加物

（ビタミンやカロチン等）は納入業者を通じて

外国から調達し，私達が飼料と混ぜ合わす。一

羽の鶏が老廃鶏として処分されるまでの期間は

約５００日である。」

◎鶏は月齢を重ねると，月当たりの産卵数が

減少するが，給餌量は変らない。そこで損益計

算を行い，一定の月齢に達すると老廃鶏として

処分し，食肉とする。その食肉は極めて味が悪

く，一般消費者には販売できないので，食品加

工業者に販売する。

「私達の工場で生産した全ての卵は国内市場

に出荷される。出荷した卵の７０％はプスコフ

市に出荷されるが，その他にプスコフ州，ルガ

市（プスコフ市からサンクト・ペテルブルグに

向かって１４０キロメートルの位置にある小都

市），レニングラード州などにも運ばれる。国

外に私達の卵を輸出することはない。エストニ

ア，ラトヴィア，リトアニアには障壁があり，

輸出は不可能である。」

◎障壁とはEUによる関税障壁に限らず，EU

が要求する衛生条件の障壁も含む。ポーランド

の場合，対サルモネラ菌対策が厳しかった。な

お鶏卵には該当しないが，鳥インフルエンザ対

策は，EU加盟国間でも厳しいものがある。EU

内部ではもはや関税障壁はなく，衛生基準も統

一された。ポーランドの場合，２００５年におい

て鶏卵の最大輸入元はドイツであって７０９万ド

ルの鶏卵をドイツから輸入しており，輸出先の

第２位もドイツであって１，０７８万ドルの鶏卵を

ドイツに輸出している。ロシア・ベラルーシ・

ウクライナにはポーランドは鶏卵を輸出してい

ないし，また輸入も行っていない。以上は

『ポーランド貿易統計年鑑２００６』による。

「私達はまず第一にロシアの消費者のことを

考えて卵を生産している。卵の余剰が過度にな

れば欧州連合への卵の輸出も考えるだろう。現

在の卵の出荷価格は１５．５０～１５．７５ルーブルで

ある。卵には様々な種類があるが，中型の卵（４１～

４８グラム）は１０個（４５０グラム）で１５．７５ルーブ

ルである。スーパーマーケットでの卵の小売価

格は２５ルーブルぐらいである。」

◎調査時点での為替レートは１ドル＝２６

ルーブルであった。ポーランドのスーパーマー

ケットでは目玉商品として，Ｓ玉２０個パック

が１ドルで売られることもある。Ｍ玉１０個

パックの小売価格は２００５年の場合３．５ズウォ

ティ（１．１８ドル）であった（『ポーランド統計年

鑑２００６』，p.４５０による）。この工場の場合，

スーパーでの小売価格がＭ玉１０個パックで１

ドルであるから，輸送コストを考慮に入れると

対EUにおいて価格競争力があるとはいえな

い。「欧州連合への卵の輸出も考えるだろう」

と回答しているが，真剣に検討しているとは思

えない。

「卵の市場価格の５５％は原価であり利潤と輸

送費用と小売マージンが４５％となる。卵の原

価のうち７５％は配合飼料の費用であり，労賃

が１０％，その他の経費が１５％となる。夏には

卵の価格は下がり，冬には逆に上昇するよう

に，卵の価格は需要の大小により変動する。他

社との競争で関連するのは宣伝と卵の品質であ
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る。宣伝により低品質の卵を比較的高く販売す

ることは可能だが，私達は卵の品質で競争して

いる。私達の卵はロシアの北西部で最も美味し

い。」

◎宣伝を行うのは鶏卵工場ではなく，スー

パーマーケットである。鶏卵工場は出荷価格と

品質において競争するのであるが，ここでは回

答をそのまま紹介した。

◎この鶏卵工場の経営者は，自分達の生産す

る卵が「北西部で最も美味しい」と発言してい

たが，プスコフ州で高級品を販売するハイパー

マーケット（巨大スーパーマーケット）の卵売

場には，この企業の卵は置かれていなかった。

彼等の生産する卵がどの程度評価されているか

は判断できない。

「わが社には「畜産技師」と呼ばれる独自の

専門家がいる。畜産技師は特別な教育を受け，

一年以上の実務経験を持つ。ロシアには独自の

特質と独自の条件があるので，EUの専門家を

招聘しても費用がかかるだけで効果は少ない。

これまでEU派遣の専門家が４人ロシアに来た

が，３人は工場の仕事を調整するどころか逆に

混乱させてしまい追い返された。ロシアが２年

後にWTOに加盟すると，エストニアとの競争

が生じる。現在，エストニアの卵はロシアの卵

より３倍高い。エストニアの卵がロシアに輸出

されることはありえない。ウクライナではドイ

ツやポーランドの資本提供を受け，卵生産の技

術を改良している。ロシアでも同様の動きがあ

るが，外国資本に頼らず，自前の資本で技術の

改良を進めている。例外として，ロシアの鶏卵

生産企業「ロスコル」は，オランダの資本を基

に全ての設備を再編・再建し，一日に３００万個

生産している。」

◎エストニアの統計年鑑は家禽製品小売価格

指数のみ示していて鶏卵の価格は示していな

い。リトアニアの統計では，鶏卵の出荷価格の

平均は１０個で１．６１リタス（約６０セント）である

（“Zemes ukio produkcijos supirkimas ２００５”,

Statistikos Departamentas, p.１２）。リトアニア

でも小売価格の５５％が原価（出荷価格）である

と仮定すれば，小売価格は１．１ドルになる。

ポーランドの場合は既に述べたように小売価格

は１．１８ドルである。もしエストニアの鶏卵価

格がリトアニアの鶏卵価格と同水準であるとす

れば，エストニアの鶏卵価格はプスコフ市の鶏

卵価格の１割増しということになる。「エスト

ニアの卵はロシアの卵より３倍高い」という発

言は明らかに誤りである。ただし「エストニア

の卵はロシアの卵より３０%高い」と言おうと

して言い間違えた可能性が高い。ポーランド資

本がウクライナで鶏卵生産に投資していること

は事実であるが，それはポーランドへの鶏卵輸

入を目的とするものではなく，ウクライナ国内

で販売し利益をあげることを目的とするもので

ある。「EUの専門家が追い返された」という

発言は，ロシアの鶏卵の衛生基準がEUのそれ

からほど遠いことを暗示していると理解され

る。エストニアの鶏卵価格がプスコフのそれよ

り仮に２割高くとも，鶏卵の衛生基準の障壁は

それ以上に高い。プスコフからシベリアやサハ

リン島まで，ロシア全体の鶏卵の衛生基準を

EU基準に統一することは経済的でもないし，

現実可能性も低い。ロシアの鶏卵がEUに輸出

されることはないと筆者たちは考えている。

「ロシア最大の鶏卵工場はチュメニにある。

６，０００キロ離れたチュメニ（ウラル山脈を超え

て３００キロも東方にあるシベリアの油田地帯の

中心都市）からプスコフにさえ卵が飛行機で出

荷されている。チュメニ工場では二つの工場を

統合したために，１日に９００万個生産してい

る。彼等は非常に高度な技術を持っており，生

産原価が低い。彼等は設備を外国から輸入し，

小売価格に占める原価の割合を縮小した。現

在，私達の卵の生産原価が１３ルーブルだとす

れば，チュメニの卵の生産原価は５ルーブルで

ある。プスコフ州ではサルモネラ菌が卵に発生

すると販売が禁止になる。わが社には卵用の一

定のGOST（Госстандарт）（国が定めている

基準）基準があり，検査のために卵を提供して
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いる。その他に SEC（Санэпидемстанция）

（衛生の監督業務を行う保険防疫所）という検査

機関もある。」

◎「チュメニの卵の生産原価は５ルーブルで

ある」との発言は信頼できない。賃金格差はあ

るにしても２倍には達していない。すると配合

飼料の原価が半分以下でないと５ルーブルとい

う生産原価は達成できない。配合飼料価格はか

なりの程度世界市場価格に左右されているの

で，この発言は信頼できないと筆者は考える。

「農業発展のために国家計画が用意されてお

り，今後２，３年で農業の分野で自前の資本投

下が行われる予定である。プスコフ州における

卵の供給は十分ではないので，卵生産の拡大を

計画している。」

◎ロシア全体の卵生産は２００１年以後，増加

し続ける一方，プスコフ州の卵生産は逆に２００１

年以後減少し続けており，全国的な傾向と逆の

方向を示している。全国的な傾向を考慮する

と，プスコフ州で卵への需要が減少しているの

ではなく，増大する需要は他州からの移入品で

まかなわれていると考えられる。供給能力を高

める余地が大きいため，経営者が卵生産を拡大

する計画は合理的な判断だと思われる。

２. プスコフ縫製工場３５）

「わが社は１９４５年に設立された。１９７０年に

現在の敷地に移転した。わが社は紳士物の上

着，特にスーツ，ジャケット，ズボンの生産に

特化している。２００５年にわが社は６０周年を迎

えた。随分もの間，わが社はサンクト・ペテル

ブルクにあった本社の支店だった。１９８９年に

独自の法人格を取得して，私達はすぐに政府か

ら工場を借り受け，２年後にその工場を買収

し，プスコフ州で最初の株式会社化を行った。

現在は閉鎖型株式会社であり，株式の集団所有

を行っている。」

◎ここで言われていることのうち，「支店の

法人格取得」，「工場の借り受け」と「その工場

の２年後の買収」について言えば，まず１９８９

年から１９９１年の８月のクーデターまでの約２

年間に様々な法律が矢継ぎ早に出され，承認・

制定されたこと，さらに，１９９０年の６月のロ

シアの独立宣言以降はソ連とロシアとの二重権

力状況が現出し，ソ連の法律とロシアの法律の

両者が出されるようになったことを念頭に置く

必要がある。その上で，１９８９年から１９９０年に

かけて「所有法」や「企業法」，「会社法」など

が制定され，これらにもとづいて法人化，株式

会社化，工場の賃貸と買収が行われることに

なった。この時期の綿密な検討は西村可明氏の

『社会主義から資本主義へ』（日本評論社，１９９５

年）の第４章を参照。

「１９９１年の時点でわが社では６００人の従業員

が二交代制で勤務していた。１９９１年から従業

員は徐々に増加した。１９９２年の市場経済の導

入以後も，わが社の製品は常に市場に受け入れ

られたので，従業員を急激に削減したことや工

場の閉鎖や税金の未納などは一度もない。１９９１

年に取引先が原材料を用意するという方式の仕

事を始めた。当時の取引先は，スカンディナ

ヴィア諸国やドイツ，英国，カナダの企業だっ

た。わが社は労働力と設備を提供し，デザイ

ン・織物・技術は委託企業が用意した。請負生

産では収益が大きくないので，請負生産を続け

るのは経済的に得策ではない。」

◎前論文の「ベラルーシ企業調査報告」にお

けるブレスト市の「ディナモ・テクスタイル」

社と同じ請負生産である。「ディナモ・テクス

タイル」社はイタリアの企業と契約していた。

下請生産ビジネスは，旧ソ連の縫製工場の生き

残り策として，しばしば採られた手法である。

ムルマンスクで訪問した縫製工場でも，同様の

手法を使っていた。ただ，請負生産から独自ブ

３５）２００６年１１月２９日，プスコフ縫製工場「スラ
ビャンカ」の代表取締役である，コセンコ
ヴァ・エレーナ・アレクサンドロヴナ氏にイン
タビューを行った。この会社は「トゥルー
バー」という自社ブランドで製品を販売してい
る。
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ランド品生産へと早い時期に転換した点でこの

「スラビャンカ」は優れている。

「その後，請負生産から独自のブランドで製

品を生産する形態にスムーズに移行した。現在

でも取引先との請負生産を行っているが，今で

は生産額の１５％に過ぎない。すでにヨーロッ

パからの委託注文はゼロになっており，新しい

ロシアの起業家の依頼に応じているだけであ

る。今後は請負生産を縮小し独自ブランドを発

展させて自社ブランド製品を生産していきた

い。わが社はイタリア製やスペイン製などヨー

ロッパ製の生地のみを原料として利用してい

る。ヨーロッパにはわが社に必要な材料を供給

する生産者がいる。イタリア製の生地の一部は

チェコやブルガリアで仕上げられ，ロシアに輸

出される。」

◎「イタリア製の生地」の素材はチェコやブ

ルガリアで製造され，それがイタリアに輸出さ

れ，イタリアで仕上げられ，「イタリア製」と

してロシアに輸出される，という意味の発言で

ある。背広の生地は織り上げた後も，「風合

い」を出すなど特種な仕上げ技術が要求され

る。

「そのような点からも現在世界で生産の分

業・統合が進行していることが理解できる。わ

が社では日本の JUKI 製のミシンを使用してい

る。ミシンはモスクワの JUKI の代理店を通じ

て購入している。２００６年現在，わが社には１，１００

人の従業員が働いている。ロシア市場でわが社

の製品は良質で手ごろな価格であると認められ

ている。」

◎世界の縫製工場では日本製の機械，特に

JUKI とブラザー製品の評価が非常に高いよう

である。これまでロシア，ベラルーシ，ウクラ

イナで複数の縫製工場を訪問したが，そのすべ

てで上記２社の日本製品が使われているか，今

後購入する予定とのことであった。

「私達自身が販売に参加し，自社の直売店を

開設している。以下の地域でわが社は販路を

持っている。すなわち，極東ロシア，ウラル，

シベリア，ロシア北部，カリーニングラード

（沿バルト海），アルハンゲリスク（極北），ムル

マンスク（極北），ロストフ（黒海に近い南部）で

ある。売上高の観点から重要な都市はモスクワ

とサンクト・ペテルブルクである。主な卸売り

先として，ハイパー・マーケット（巨大スー

パーマーケット），個人商店，百貨店が挙げら

れる。これらは国内市場だが，わが社はエスト

ニア，ラトヴィア，リトアニア，ベラルーシ，

モルドヴァ，ウクライナ，カザフスタンに製品

を輸出している。WTO加盟後もわが社の市場

は大きくは変わらないと思う。ヨーロッパ諸国

はロシアの資源を購入する意欲はあるが，ロシ

ア製の消費財や既製品を輸入する意思はない。

したがってヨーロッパへの自社製品の輸出販売

は困難であり，今後も国内市場と，友好関係が

残っているCIS 諸国への輸出が重要な販路と

なる。」

◎『ポーランド貿易統計年鑑２００６』（p.４９９）

は，４桁国際関税番号の６１０１から６１１４までを

全部合計して，すなわち紳士物・婦人物スー

ツ，ズボン，靴下，下着，絨毯等を全部合計し

て輸出額を示している。ちなみに紳士物羊毛製

ズボンのポーランド関税番号は６１０３３１０００であ

り，６１０３３１までが国際関税番号である。それ

によるとポーランドの衣類の輸入元は上位から

順に，中国，ドイツ，トルコ，フランス，イン

ドネシア，アラブ首長国連邦，スウェーデン，

ギリシャ，ヴェトナムとなっている。また輸出

先は上位から順に，ドイツ，オランダ，ノル

ウェー，ウクライナ，米国，デンマーク，スイ

ス，ハンガリー，イタリア，英国，チェコと

なっている。すなわち服飾製品については，品

質に応じて世界的に水平分業が成立しており，

ロシアはこの水平分業体制の中に入れず孤立し

ていることが『ポーランド貿易統計年鑑

２００６』から分かる。社長の上記の発言はこの事

実を裏付けている。

「それぞれの企業にはそれぞれの顧客がい

る。「クリスチャン・ディオール」の顧客はわ
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が社の顧客にはならない。わが社の顧客は所得

が中から中の上の層である。連邦会議３６）代表の

ミローノフ氏はわが社の製品を愛用してくれ，

感謝の気持ちとしてわが社に絵画を贈ってくれ

た。連邦会議の国会議員やモスクワの中央政府

の官僚も着用してくれている。」「また，企業経

営者もわが社の製品を利用してくれている。品

揃えを豊富にしている。最高級背広（８，０００～

９，０００ルーブル）や高級ジャケットを販売する

一方で，２，０００ルーブルの「吊るし」も揃えて

おり，低所得者も購入可能である。」

◎吉野は最高級背広（９，０００ルーブル，４万

円）を手にしてみた。縫い上げの技術は判別が

つかないが，生地の「風合い」は日本の背広量

販店の７～８万円の背広と同等であった。

「他の企業との競争に関してだが，CIS 諸国

の企業は脅威の対象とならない。ロシア市場で

競合関係になるのは他のロシア企業である。脅

威となる競争相手企業はプスコフ州の企業

「フォスト」になる。しかし，私達は同業者同

士で競争するのではなく，異なる市場に照準を

合わせて事業を行うようにしている。」

◎近年，ロシアの繊維産業は全般的にトルコ

製品や中国製品に押されて不振に陥っている

が，「スーツ」の生産だけは例外であり２０００年

以降生産量が拡大を続けている。したがって，

男性のスーツを主に生産するこの縫製工場「ス

ラビャンカ」が高成長を遂げていても不思議で

はない。国会議員のミローノフ氏が，この工場

の製品を愛用していることは，この企業の製品

が，ロシアで高級スーツとしてのブランドを確

立したことを意味する。今後もロシアの国内市

場で，この企業は成長を続けるだろう。

「経営者として困難な点は多々ある。まず，

従業員にはそれぞれ個性があるので，異なる従

業員を動かすのは容易ではない。しかし，最大

の困難は商品を販売することである。長年，ソ

連では企業の経営者は商品の販売に従事してこ

なかった。私達は商品を生産し卸売り元と取引

をすることに慣れ親しんできたが，小売取引に

は従事してこなかったので非常に難しい。小売

取引は一つのシステムであり，従業員にとって

それに対応していくことは深刻な問題である。

また，商品の販売も難しいが代金の回収も同様

に難しい。そのため自社が直営する店を開設

し，自社製品を販売している。現在のロシアの

取引体制はまだ近代化しておらず，したがっ

て，支払いの履行は企業の所有者が誠実である

かどうかにかかっている。エリツィンやプーチ

ンは大統領として税制や立法を通じて具体的な

企業活動に関与してきた。今では企業の経営は

安定している。」

３. プスコフ運輸企業３７）

「わが社は二つの企業が合併した会社である

ため，個々の部門にそれぞれの歴史がある。一

つの部門は私が５０ドルを元手に１９９３年に設立

し，１０年間自動車の部品販売と自動車修理

サービスに従事してきた。二つ目の部門は１９４５

年に設立され６０年の歴史を誇る会社であり，

ゴーリキー市３８）の企業「GAZ乗用車工場」の

プスコフ州における代理店で，長年にわたって

自動車の販売とサービスに従事してきた。」

◎自動車会社GAZはソ連時代の代表的企業

であり，現在は乗用車販売部門では外国企業に

押されているが，なお自動車を生産し続けてい

る。最近ではバン・タイプの乗用車の販売が好

調である。

「二つの企業が合併し現在の企業の基盤を形

成している。１９９０年代にあっては（私が設立

３６）ロシア国会の上院は連邦会議と呼ばれている。

３７）２００６年１１月２９日，プ ス コ フ・オ ー ト セ ン
ターの社長である，チェレドゥニチェンコ・
イーゴリ・スタニスラヴォーヴィッチ氏にイン
タビューを行った。

３８）モスクワから東方に４００キロメートルの大都市
で，社会主義崩壊後はニジニ・ノブゴロドと改
称された。
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した）若い企業は新しい市場の条件に合わせて

発展することができたが，（GAZ代理店だっ

た）老舗企業は従来の方式で発展しようとした

ため，市場の要請に応えることができなかっ

た。わが社の場合１９９３年に若い企業の方が老

舗企業の株式を購入し，支配することになっ

た。合併により，老舗企業の所有権が若い企業

の所有者に渡される形式を採った。若い会社は

閉鎖型株式会社であったが，老舗の会社は公開

型株式会社であった。現在では合計で４００人の

従業員が働いている。月額の売上高は１００万ド

ルである。」

「わが社は，「輸送部門」，「自動車販売部

門」，「修理部門」，「部品販売部門」の４つの部

門から構成されており，各部門同士が収益を競

いあっている。部門ごとの優劣は時期により入

れ替わる。最近では「輸送部門」が，元気がい

い。だが，「部品販売部門」も年率２００から２５０

％の成長率を示している。現在，市場からト

レーラー輸送の要請が急増しているので，今後

トレーラー輸送部門の強化を行う予定である。

所有する車の数については，まずトラックを

１００台所有している。６０％のトラックは４トン

以下のものであり，残りの４０％の中には１０ト

ン・トラックや２０トン・トラックが含まれ

る。トレーラーはスカニア３９）２台とヴェコ１台

の合計３台を所有している。」

◎この企業は中距離輸送を専門とする企業で

あり，長距離輸送はわずかに手がけているに過

ぎない。「トレーラーの需要があり，購入を考

えている」と話しているが，実際のところは中

距離輸送で堅実に収益を上げようとしているの

が本音のように思われる。バルト諸国への輸送

を拡大しているが，それも中距離輸送の範疇に

入る。西ヨーロッパ諸国向けの長距離貨物を輸

送することは今後の計画に含まれていないと考

えられる。

「最近，トレーラーの値上がりと銀行の利子

率が高いので，わが社は新しいトレーラーを調

達できず，トレーラー基地を拡張できない。そ

のため，４トン・トラックを最大限有効に活用

し，パンや乳製品を輸送している。」

「わが社はラトヴィア，エストニア，リトア

ニアに貨物を輸送している。通常のルートはタ

リン（エストニアの首都）やリガ（ラトヴィア

の首都）のバルト海の港やモスクワが多い。プ

スコフ～タリンのルートでは運転手一人が輸送

を担う。燃料補給についてはロシアと相手国と

の間で協定が締結されているので，原則的には

エストニアやラトヴィアで燃料補給を行うこと

ができるが，トラックの燃料タンクが大きいの

で実際には外国での燃料補給は行われていな

い。」

「わが社はバルト諸国への輸送を強化したい

と考えているので，EUの厳しい環境基準など

の制約を受ける。プスコフからバルト諸国に運

ぶ貨物で最も多いのは原木と材木である。タリ

ンからプスコフに運ぶ貨物は，主に工業用設

備，各種鉄管，各種機器である。プスコフには

約２０社の輸送会社が存在するが，現在各社と

も受注が非常に増えているのと，各企業がそれ

ぞれの市場に特化しているため，運輸会社間に

競争は生じていない。バルト諸国の運輸企業に

はロシアでの仕事に制約が多いので，バルト諸

国の運輸企業はロシアの運輸企業のサービスを

利用する場合が多い。」

「市場では４トン・トラックの需要が最も大

きい。小規模のトラックでは主にパンと牛乳，

ミネラル・ウォーターを運んでいる。小企業が

小規模トラック運送の発注をよく行う。すでに

述べたように，わが社は自動車の販売も行って

いる。プスコフ州に限定されるがGAZの車と

UAZのジープ４０）については独占販売権を持っ

ている。」

「ジープはもともと軍事用で顧客は主に国の

３９）スカニアはスウェーデンの自動車会社である。

４０）ウリヤノフスク自動車工場（UAZ）のジープ
である。本社はウリヤノフスク市にある。
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機関で，ローンで購入するが，ハンティングや

釣りを趣味とする一般人にも人気がある。最

近，個人の消費者はローンで車を購入する場合

が多い。約８０％の消費者がローンで車を購入

する。車をローンで購入する契約は最近のもの

であり以前はなかった。このようなローンの契

約がなければ，ロシアで外国車は売れないだろ

う。現在，人々の関心は中古車から新車へ移っ

てきている。」

◎「ローン」と「リース」との差異を消費者

も自動車販売業者もよく理解していないようで

ある。両者にとって，毎月の返済が順調に行わ

れれば，差異はまったくない。ただし返済が

滞った場合，リースなら即日，車体を引き上げ

る権利があるが，ローンの場合，所有権が移転

されているので，手続きが面倒となる。自動車

販売店の店頭に「リース」と書かれているにも

かかわらず，「ローン」であると理解している

消費者が多い。

「近年の労働者のサンクト・ペテルブルクと

エストニアへの流出が生じている。エストニア

では労働力が不足しており，エストニアのEU

加盟以前は賃金格差が非常に大きかったので，

プスコフからエストニアに働きに行く者が多

かった。しかし，エストニアとロシアとの賃金

格差は現在縮小傾向にあるので，今ではプスコ

フからエストニアへの労働力の流出は少なく

なった。サンクト・ペテルブルクへの流出は現

地の賃金がプスコフより高いからである。ト

ラック運転手の賃金については，エストニアで

は月額６００ドルであり，サンクト・ペテルブル

クでは８００ドルである。エストニアで働くには

ビザや移住許可が必要になるが，サンクト・ペ

テルブルクでは必要ない。熟練の運転手ならサ

ンクト・ペテルブルクで働くほうが良い。プス

コフからペテルブルクへの運転手の流出はない

が，修理工や工作機械工の流出はある。プスコ

フでは熟練修理工の賃金は月額で５００～６００ド

ルだが，サンクト・ペテルブルクでは１，０００～

１，２００ドルの収入になるからである。」

◎この回答は鵜呑にはできない。なぜなら，

ポーランド西部の大都市ポズナニ市の市役所が

２００７年９月４日にそのホームページで紹介し

た情報によれば，同市は市バス運転手を１５名

募集しており，６０名の現在の市バス運転手の

平均月額賃金（税込み・社会保険料込み）は

２，８００ズウォティ（９８０ドル）である（出所は，

http:// poznan. naszemiasto. pl / wydarzenia

/ ７６５６７１. html）。しかし同市郊外の長距離バ

ス会社は４，０００ズウォティ（１，４００ドル）で運転

手を募集している。しかし１００キロ離れた過疎

地の郡のバス会社は２，５００ズウォティで運転手

を募集している。この情報から，現在のポーラ

ンドで長距離トラック運転手を採用するには少

なくとも１，４００ドルを支給しなければならない

であろうことが分る。エストニアのトラック運

転手の賃金もほぼ同水準と考えてよいだろう。

「エストニアでは月額６００ドルであり」という

回答は全く間違っており，サンクト・ペテルブ

ルグでの賃金（８００ドル）よりはるかに高い。

しかしエストニアで，家族と離れてドイツ語や

英語で生活するよりは，８００ドルの賃金であっ

てもサンクト・ペテルブルクで働こうという気

持ちは理解できる。なお，サンクト・ペテルブ

ルグでの熟練修理工の賃金が１，０００～１，２００ド

ルというのは，トラック運転手のそれが８００ド

ルであるとすれば信じられない。ポーランドで

もリトアニアでも運輸産業の方が機械工業より

も賃金が高いからである。しかし最高の熟練工

すなわちマイスターならありうる数字である。

最近のロシアの高度経済成長の成果を十分に享

受している都市と，十分には享受できない都市

の両方があり，ペテルブルクと比べるとプスコ

フ市は十分には享受できていない都市になる。

「私はプスコフ生まれであり，以前は技術者

として働いていた。私の専門は機械の自動設計

だった。１９８６～８７年に職業専門学校で教師と

して働いていた。ペレストロイカの時期にビジ

ネスの機会が開かれたので，技術者から経営者

へと転進した。」
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４．ズベルバンク銀行４１）

「ズベルバンクは１８４１年に設立され，２００６

年に１６５周年を迎える。ロシアの中央銀行でさ

え１４５年に過ぎない。ズベルバンクはロシア最

大の銀行であり，世界の百大銀行の一つに挙げ

られる。プスコフ支店に独立性はない。ズベル

バンクの２００６年の利益は５８億ルーブルである

と見込まれている。２００５年の利益は４１億ルー

ブルだった。経営意思決定組織の観点からは北

西部の支店はサンクト・ペテルブルク支店に従

属し，サンクト・ペテルブルク支店はモスクワ

の本店に従う。プスコフ支店はこの１０年間積

極的に運用資金と利益を増やしてきた。ズベル

バンクは１９９８年以降，一連の他銀行の債務を

引き受け，適切な競争環境を整備した。国民か

らの預金集めに努力しロシア全体の預金額の

５７％を集めるに到っている。プスコフ州の住

民の預金に限れば８５％がズベルバンクに集

まっている。集まった預金は，州経済の非金融

部門への信用供与に向けられている。銀行の利

益は毎年増加している一方で，ズベルバンク銀

行における貸付債券の株式化・資本化も進んで

いる」。

◎ズベルバンクは支店長が述べているよう

に，ロシア最大の銀行である。中規模の郵便局

には必ずズベルバンク窓口が併設されており，

ロシア人に親しまれている銀行である。年金生

活者が年金を受け取る際，ズベルバンクを年金

受取銀行に指定している例が多い。日本で言え

ば，郵便貯金に近い存在と思われる。

「株式市場におけるズベルバンク株の取引を

見れば，この２年で額面が３倍に成長してお

り，銀行業界の雄となっている。資本金の増加

にともない個人資本も増加している。現在，ズ

ベルバンクは国民経済の様々な分野に信用供与

を行っている。住宅建設や農工業コンプレクス

の開発など様々なプロジェクトにも参加してい

る。プスコフについてみればモスクワやサンク

ト・ペテルブルクに本社を持つ他の商業行の支

店が将来開設され，競争が強まる可能性があ

る。プスコフ市とノヴゴロド市は人口，面積，

工業の潜在発展力が同程度なので，両都市は比

較されることが多い。貸借対照表の「債務の

部」にある住民の預金はノヴゴロド支店よりも

プスコフ支店の方が多い。法人の預金もプスコ

フ支店の方が多い。私達はノヴゴロド支店より

も７億ルーブルほど信用供与を多く行ってい

る。プスコフ支店とノヴゴロド支店との間で

は，「債権の部」の成長率はほぼ同じである。

プスコフ支店の成長率は年率３６％，ノヴゴロ

ド支店は年率３３～３４％，ベリーキ・ルーキ支

店は３０％である。」

◎市を単位としてみると，プスコフ市の成長

率は高いが，プスコフ州全体で見ると銀行の預

金総額は多いと言えず，北西部の州では下から

２番目に位置する。これは信用供与額でも同様

であり，州レベルでは融資活動は活発であると

はいえない。

「ズベルバンクには長期の預金が存在するの

で，２００５年から２年間で住宅ローンが活発に

成長している。２００１年の時点では５年ものの

住宅ローンを提供するのが限界だった。今なら

２５～３０年もののローンに資金を割り当てるこ

ともできる。ズベルバンクでは住宅ローンの利

率は固定金利で１３～１４％である。アパートの

購入時に，借主はアパート購入費の５％を支払

い，銀行が残りの９５％を貸し付けることにな

る。私達はユーロやドルで信用供与を行うこと

もできる。ドルだと１１％の利子率，ユーロだ

と９％の利子率である。ズベルバンクでは為替

レートの変更があってもローンの利子率は変更

しない。」

◎ポーランドの場合，ほとんどが変動金利で

ある。ポーランドの商業銀行はドル（またはス

イス・フランまたはユーロ）のインターバン

ク・レート（銀行間の１ヶ月ものないし３ヶ月

４１）２００６年１１月３０日，ズベルバンク北西部プス
コフ支店の支店長である，ドネツ・ヴァレン
ティナ・ペトロヴナ女史にインタビューを行っ
た。
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ものの短期金利）に２％程度の金利を上乗せし

て住宅ローンの変動金利を設定している。ズベ

ルバンクの場合，この上乗せ金利が５％程度も

あることが特徴である。これは外貨建て融資を

行う競合する商業銀行が存在しないため，独占

的利益を享受できるからと考える。ルーブルの

為替レートが上昇すると（ルーブルが対ユーロ

で強くなると），ユーロ建てローンを受けた市

民は多額の損失を被る。しかしそうなっても，

ユーロ建ての金利は減免しないということを支

店長は述べているのである。２００６年春から２００７

年初頭にかけてスイス・フランが減価したた

め，住宅ローンの半分以上がスイス・フラン建

てであったポーランドでは多くの市民が潜在的

な多額の損失を抱え込むことになった。

「最近では，ロシア人で外貨ローンを利用す

る人は少ない。企業は短期的にはルーブルに対

するドル安やユーロ安の可能性が高いと予想し

ているため，短期に限って企業が外貨ローンを

利用することが多い。しかし，誰も長期の予測

を行うことはできない。１９９８～９９年の時期，

ユーロがなかったこともあり，ロシアではドル

の保有が好まれた。」

◎この数年ロシアでは住宅建設ブームが続い

ており，プスコフ州も例外ではない。その背後

には住宅建設への銀行の融資拡大と住宅ロー

ン・サービスの拡充が挙げられる。

「私達は個人に貸付を行う際に，その人物の

所得について税務調査局（налоговаяинсп

екция）４２）に問い合わせを行う。この問い合わ

せを基に個人の支払い能力を計算する。」

◎ロシアでは法人にせよ個人にせよ，税務調

査局が銀行口座での取引データを収集し，脱税

を監督している。ただし，銀行口座を通さない

取引については税務調査局も関知できない。

「貸付の最大限は返済額が毎月の所得の５０％

を越えない範囲である。夫婦共働きの場合に

は，夫婦の所得の合計額の５０％が最大の返済

額となる。住宅の購入者は２５年かけてローン

を返済できる。現在住宅ローンが活況を呈して

いるのは，ズベルバンクが建設業者に建設資金

を融資し，さらにその住宅の購入者に住宅ロー

ンを提供し，建設業者は建設資金をズベルバン

クに返済するという好循環が起こっているから

である。個人客が住宅を購入すると建設業者は

借りた資金を銀行に返済できる。建設会社への

融資の返済の期間は通常２．５～３年であり，最

大で７年である。建設会社が提出する全ての必

要文書を検討して融資を決定するが，一度に全

ての建設費を融資するのではなく，段階的に貸

し付ける。銀行内の建設業部門が建設過程を点

検し監督している。私達は建設業を発展させ，

人々が住居を購入する可能性を高める必要があ

る。」

◎ポーランドの場合，毎月の返済額が月収の

何％までであるならば融資を行うかについて

は，商業銀行の最高機密となっている。しかし

新聞のインタビューに答えたある銀行は５０％

なら融資を拒否すると回答している。実際には

４０％前後が上限と思われるが，この数値も住

宅価値に占める頭金の比率に依存するなど，銀

行ごとに詳細な，しかし内部秘のルールがあ

る。以上については，吉野悦雄，平成１６～１８

年度科学研究費補助金研究成果報告書『ポーラ

ンド・リトアニアのEU加盟に伴なう市民レベ

ルの経済行動カルチャー変化の研究』（非売

品）の８８頁を参照。ロシアの場合，高い経済

成長とそれに伴なう賃金の高い上昇率，ならび

に５％を超えるインフレの継続が消費者の側に

おいても，商業銀行の側においても想定されて

いると考える。それが（返済額／月収）が５０

％まで許されている根拠だろう。

「住宅ローン以外で今後拡大するサービスと

して，自動車ローン，農工業コンプレクスに対

する融資，半年～５年未満の家計が緊急に必要

とする貸付が挙げられる。個人客に自動車ロー

ンを提供する場合には，年率１１％のローンを
４２）税務調査局は日本の税務署に近い組織で，企業

の脱税を調査し摘発する公的機関である。
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２日以内で決定する。自動車販売店と銀行の間

に代理店契約があるので，銀行に足を運ぶ必要

はなく自動車販売店でローンを組める。ロシア

がEUに加盟する事態が生じれば銀行業で競争

が激化し，ロシアの銀行制度を変えざるを得な

くなるだろう。小さな銀行は合併するか，事業

を強化するか二者択一を迫られるだろう。貸付

の利子率は下がらざるを得ない。ズベルバンク

は今後ロシアで利子率が低下し競争が激しくな

るだろうと想定し，それに対して準備を行って

いる。私達の銀行は外国の銀行の間でも信頼度

が高いので，EUの銀行からインターバンク・

レート（商業銀行間１カ月ないし３カ月のロー

ン）に３か月につき０．３％の利子率を上乗せし

て，外国諸銀行が組むシンジケート・ローンか

ら資金を調達することも可能である。外国から

資金を低利で調達し，利子率の高い分野にその

資金を割り当てる。日本の国際協力銀行とは

２００４年１１月に７，０００万ドルのバンクローンに

関する貸付契約に調印し，日本の銀行からも低

利で資金調達ができる仕組みができている。」

◎「３か月につき０．３％の利子率を上乗せし

て」という回答の中での０．３％が年利であるこ

とを確認し忘れたが，おそらく年利と思われ

る。ズベルバンクがＡＡとかＡＡＡの格付けで

あれば，インターバンク・レートそのままで資

金を調達できるのであるから，それに０．３％を

上乗せしていることは，最上級の格付けではな

く，少し落ちる格付け，例えばＢＢなどなので

あろう。しかし，ここまでズベルバンクの格付

けが上がったことも事実である。旧社会主義国

へ大型融資を行う場合，リスクを分散するた

め，幹事銀行が他の商業銀行に呼びかけ，協調

融資団（シンジケート）を結成して融資するこ

とが多い。

Ⅴ．むすびに

当初，プスコフ市はバルト諸国と近接してい

るため，バルト諸国のEU加盟後にプスコフ州

の経済はEU経済圏の影響を大きく受けるよう

になったであろうと推測したが，４社の聴取調

査を通じて，それほど大きな影響が及んでいな

いことが明らかになった。確かに縫製企業は

ヨーロッパ製の生地を輸入しロシアで加工して

いるが，その販売先はほとんど国内市場であ

り，輸出先はモルドヴァを除けばCIS 諸国に

限られる。縫製企業の社長が話したように，ロ

シアのWTO加盟後も，ロシアの服飾製品が

ヨーロッパ市場に輸出される可能性は少ない。

運送業の分野でプスコフ市からリガ港やタリン

港への材木や原木の輸送は増えているが，今回

の調査においては，これがプスコフ州の経済が

EU経済圏と直接に強く繋がっている貴重な例

であった。

バルト諸国がEUに加盟したことで，逆にロ

シアとバルト諸国との間で人々の往来が難しく

なった側面もある。運送会社の社長が触れたよ

うに，エストニアでは近年労働力不足が生じて

おり，プスコフ州からエストニアへの労働力の

流出が生じたが，エストニアがEUに加盟した

ためロシア人にとってビザの取得が厳しくなる

だけでなく，エストニアとロシアの賃金格差が

縮小したので，プスコフ州からエストニアへの

労働力の流出は減少した。最近，ロシア経済の

成長によりモスクワ市とサンクト・ペテルブル

グ市の賃金が上昇しているが，プスコフ市から

ペテルブルク市へ高い賃金を求めて熟練労働者

が流出している。以前にサンクト・ペテルブル

ク市で縫製業を調査した際，社長がプスコフ出

身の縫製女性労働者を集めていると話していた

のが思い出された４３）。

企業訪問時にEU企業の脅威について経営者

に尋ねたが，「脅威を感じる」と答えた経営者

は誰もいなかった。同様に，CIS 諸国の企業の

４３）塩谷昌史・田畑理一，「スカンディナヴィア経
済圏のロシア北西部に対する影響」，『東北アジ
ア研究』，第１１号，東北大学東北アジア研究セ
ンター，５２-５３項目。
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脅威についても尋ねたが，「脅威にならない」

との回答だった。銀行業を除けば，ロシア企業

同士の競争は激化するよりもむしろ，経済成長

で富が膨らんでいるので，個別市場を見出せば

経済成長の成果を享受できると，４人の経営者

は一様に答えた。これはムルマンスク市やペテ

ルブルク市の調査結果とも，ある程度符合す

る。今年度で私達の研究プロジェクトは終了す

るが，今年の１１月にカリーニングラード州で

同様の聞取り調査を予定している。カリーニン

グラード州の調査を終えた後に，EU経済圏の

ロシアへの影響について総合的判断を行いた

い。
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